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主要事業の紙飛行機教室は、大雪や雨の影響で２回中止になりましたが、年間を通じて全３４クラス、のべ受講者６９０名超の親
子にご参加いただき、「感動と楽しさ」を伝播しました。

１．紙飛行機教室

東京臨海広域防災公園・そなエリア東京

親子ペーパーグライダー教室 3/31，5/12, 7/14

紙飛行機体験会 3/24，4/28, 8/4, 9/29 （6/30中止）

１日に４クラスを開催する教室ですが、毎回ほぼ満員でした。また、リピータの家族も増えてきまし
た。そなエリア東京のエントランスロビーの一角で機体を製作し、広いヘリポート広場で飛ばします。
都心の原っぱとしては最高の空間で、隣はビッグサイト東京ですし、遠くにスカイツリーや東京タワー、
ゲートブリッジを見ながら飛ばします。都心の空が一番大きい絶好の公園です。

参加者は歓声を上げて、汗だくで走ってくれました。また、毎回１０～１５名のスタッフに協力してい
ただき、誠にありがたく思っております。

紙飛行機体験会は完成し調整済の機体を使っていただき、まずは「飛ばす楽しさを体験」していただくイベントです。おりがみ飛行機のイ
メージで参加された方々はペーパーグライダーの高性能なフライトに驚きです。年間を通して４回開催し、合計２７３名の方が参加されまし
た。この体験が、紙飛行機教室への参加等につながると嬉しいです。体験会用の機体は、年間約３０機を公園管理事務所へ提供しました
ので、来園者は貸出遊具としていつでも借りれます。
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スカイカブⅣ（NPOバージョン）

岡山・北庄中央棚田 8/18

棚田の夏休みのイベントです。交流館
に宿泊された参加者へ昨年に続き「バ
ルーングライダー」の教室を開きました。
思いっきり投げてもゆっくり飛びますので、
怪我をする心配もなく、未就学の小さなお
子さんも楽しんでくださいました。

昨年に続き、夏の棚田のイベントは「タナダンヒコーキ」です。ス
テプラーとハサミで簡単に製作できますが、うまく飛ばすにはコツ
がありますよ。滞空時間を競うミニゲームもあり、入賞者には美味
しい棚田米です。皆さん、いい笑顔ですね。親子で挑戦されるファ
ミリーが増えてきています。

岡山・北庄中央棚田 8/19

バルーングライダー

タナダンヒコーキ
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２．模型飛行機・カイト教室

岡山・北庄中央棚田 11/9, 11/10

今回で６年目になりました。稲刈りが終わった棚田でのゴム動力
模型飛行機大会です。高学年向けのゴム動力模型飛行機と低学
年向けのスチレンコプターを製作しました。今年も天候に恵まれ、競
技会も開催しました。また、11/9は久米南町と同町教育委員会の後
援をいただいた教室を誕生寺小学校で開催しました。
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段ボールで機体を下から追いかけて
コントロールしています

茨城・日立HONDA 10/6
昨年に続き、山本理
事のご紹介でＨＯＮＤ
Ａジェットや車のリア
ウイングの役割をまじ
えて「つばさのひみ
つ」と「ホワイトスパ
ロー」の２コースを開
催しました。
手元をスクリーンに映
す書画カメラを初導
入しました。

岡山・久米南町 12/14

岡山・北庄中央棚田 12/15
「タナダンカイト」を教材とした教室を今年初めて開催しました。ゴ
ミ袋を下敷きに合わせて切り出す工作は親子で協力して行います。
この光景は想像した以上に嬉しかったですね。「走らないで凧を揚
げる」ことと「カイトと呼吸を合わせる」ことを重点に指導しました。
微風でもタナダンカイトは10m位の高さまで飛びました。

北庄中央棚田天然米生産組合の西河組合長
が地元久米南町主催の講演会で活動を講演
されたので応援のデモンストレーションを担当
しました。また、教材の展示もありました。

高さ２ｍ×横２．６ｍの大型カイト 本番がうまくいきました。右隅に理事長がいます。
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４．教材開発

タナダンカイト

（一社）日本航空宇宙学会(JSASS)が主催するスカイスポーツシンポ
ジウムでの発表です。昨年同様、会場は理事長が非常勤講師を担当
している都立産業技術高等専門学校（旧航空高専）でした。また、こ
のシンポジウムでの発表は20回目となりました。
今回のテーマは「ペーパーグライダー等の啓蒙活動とワークショップ
について」でした。内容は①有明の東京臨海広域防災公園での10年
間の活動の総括、②ワークショップ企画開催に関する留意事項と提
案などでした。
今年も発表を目標にしていますが、いよいよテーマ選定に行き詰
まっていますが、頑張ります。

５．講 演

今後とも、「感動と楽しさ」をモットーに活動しますので、引き続きご協力、
ご支援をよろしくお願い申し上げます。
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第25回スカイスポーツシンポジウムでの講演 11/30

３．競技会

第25回二宮康明杯全日本紙飛行機選手権大会

有明地区予選会 4/14, 5/19, 7/21

決勝大会 11/2-3 東京・武蔵野中央公園

本ＮＰＯは「紙飛行機を飛ばす会 東京城東」が主催する有明地区予選会を、サポートしています。

教室に参加してくださったファミリー他、千葉・神奈川他近隣の紙飛行機愛好家
が集まり決勝進出をかけて、３回の予選会に１１９名が競技しました。ちなみに、
お子さんの競技部門（規定１１）で決勝進出者３０名の内、１２名は教室参加のお
子さんでした。

応援のために決勝大会に行きました。嬉しいことに今年は、規定１部門で教室の
スタッフをしてくださる冨田さんが優勝されました。更に、本ＮＰＯ理事の山本氏が
規定４部門で準優勝されました。大会名誉会長東昭先生、大会会長の二宮康明
先生もご健勝です。

滞空競技用のペーパーグライダーは
初心者がうまく飛ばすには難しいので
「簡単に、室内で、飛ぶ」をコンセプトに
した機体を開発しました。翼はスチレン
ペーパー、胴体はバルサ角材を使って
両面テープで接着します。実験をまじえ
て製作します。手で投げると会議室や
研修室の端から端まで直線滑空します。

主催：日本紙飛行機協会

「親子で飛ぶことを科学しよう」をコンセプトに、従来の教材をブラッシュアップしています

プライマリーペーパーグライダー ホワイトスパロー

親子で協力して工作するグニャグニャ凧
を教材セットにしました。持ち運びにも便
利です。カイト本体はゴミ袋を使い、竹ひ
ご（直径２ｍｍ×長さ360mm）２本を骨に
しました。完成質量はわずか４ｇですので、
風速２ｍ/秒の風でも高く舞い上がります。
デモ用に大型カイトをパラシュート生地で
ミシン掛けして作りました。

東 昭先生 二宮康明先生 優勝 冨田 匠さん 準優勝 山本隆之さん
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イベント案内と勧誘用にチラシを1,500部制作して各所へ配布しています。
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前チラシの裏面にＦＡＱを掲載しています
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資料 主要教材の紹介
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new

ホワイトウイングス
スカイカブⅣ

new


